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響から立ち直られずにいる者もいるのであって，その被った精神的苦痛は甚だ大きい（第6

頁）」

「被告人は，犯行後，被害者らに直ちに謝罪をするどころか，スクールカウンセラーに相

談した被害者をなじったり，退職の意向を示した被害者を懐柔するため，部下を通じて，口

止め工作をしたり，謝罪を求めて来た被害者に，犯行を否定して居直ったりするなど，時に

組織を利用してまで，犯行の隠薇を図っており，犯行後の情状もよくない（第6~7頁）」

「本件のような，職場内での立場の違いに乗じた性的犯罪は，それ自体卑劣・悪質であ

るのみならず，被害者を進退に窮まった状態におきその社会生活を危うくする
―
など，もた

らす影響が大きい一 方，事柄の性質上，表面化することが困難なものであるから，ひとたび

発覚した以上，厳しく処断して．再発防止を図るべき必要性が高い（第7頁）」

「本件は，大学や専門学校の総長等の地位にあった被告人が，複数の部下教職員らに

対し，地位を誇示して，強制わいせつに及んだというもので，教育者としてあるまじき犯行で

あり．社会に与えた影響も軽視できない（第7頁）」とされている。

これらが学内での教職員に対する猥褻行為であることは、ウィキペディ

アにも記載されている（乙 1 2 、 被告田嶋 2 8 頁）。

イ にもかかわらず、 原告は被告田嶋に対して、 2 0 1 0 （平成 2 2) 年 1

0月の出所後まもなく、専門学校の事務室の廊下で、 「 これからは（女性）

留学生を相手にする。 日本人の女は相手にしない。 （日本人の女は）訴え

るから」との言葉を、 笑いながら口走った（被告田嶋7頁）。 それを聞い

たとき、 被告田嶋は、 違和感と共に、 何を言っているのか！ ？と思った。

2 0 1 1 （平成 2 3) 年 9 月 1 5 日、 原告は被告田嶋に対して「（女性被

害者らに）大して悪いことやってない。大したことやってないのに、女の変な連中（女性被害

者ら）が大げさに言った。それは警察が女の旦那に電話するから女は、自分は身の潔白だ

ということでワ ーワ ー ワ ーワ ー言ったんだろう。違うの！ （怒鳴る）。自分はまじめなんですと。

身の潔白です、中島が悪いんです、ワ ー ワ 一言わない？ ！ （怒鳴る）。•••それを（総長の家

族に）話したか！ ばかやろう！ おまえは、（総長の家族に）それ言うべきだろう！・・・ばか

やろう！ （怒鳴る）。してないだろうてめえ！ （怒鳴る）。 …それに伊藤伸ーが、占いで（女に
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